
鳳 志 会 会 則 

第１章   総     則 

 （名   称）    

第 １ 条 本会は、鳳志会と称する。    

 （事 務 所）    

第 ２ 条 本会の事務所は、大阪府立吹田高等学校内に置く。      

第２章    目的及び事業 

 （目   的）    

第 ３ 条 本会は、会員相互の親睦を図り、母校の発展に寄与することを目的とする。    

 （事   業）    

第 ４ 条 本会は前条の目的を達成するため、次の事業を行う。    

 （１）会員相互の親睦に関する事項    

 （２）母校の発展に寄与する事項    

 （３）会報及び名簿発行に関する事項    

 （４）その他必要な事項        

第３章   会     員 

 （会   員）    

第 ５ 条 本会の会員は、第３条及び第４条の趣旨に賛同する次のものをもって組織し、会員は、会費を納入しなければならない。 

 （１）正会員    

      ①大阪府立吹田高等学校卒業生   

      ②上記学校の中途転・退学生で理事会で承認を得た者。   

 （２）特別会員    

        母校現職員及び旧職員       

第４章   役     員 

 （役員の名称と定数）    

第 ６ 条 本会に次の役員を置く。    

 （１）会 長   １名 

 （２）副会長   ５名以内 

 （３）書 記   ２名以内 

 （４）会 計   ２名以内 

 （５）会計監査   ２名以内 

 （６）理 事   ３０名以内 

 （７）評議委員   卒業期毎に選出された委員数 

 ２ 本会に役員として名誉会長、顧問、相談役を置くことができる。     

 （役員の選任と任期）    

第 ７ 条 役員の選任と任期は次のとおりとする。    

 （１）名誉会長には大阪府立吹田高等学校長を推薦する。    

 （２）役員は総会で選任し任期は２年とし、再任を妨げない。但し、評議委員はこの限りでない。  

 （３）補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする    

 （４）役員の一部変更は、総会の承認を得てこれを行う。      

 （役員の任務）    

第 ８ 条 役員の任務は次のとおりとする。    

 （１）会長は、本会を代表し、会務を統括する。    

 （２）副会長は、会長を補佐し、会長が不都合な時は、その職務を代行する。    

 （３）書記は、本会に関する事項を記録する。    

 （４）会計は、本会の経理を行う。    

 （５）会計監査は、本会の会計を監査する。    

 （６）理事は、本会の事業全般を推進する。    

 （７）評議委員は、卒業期毎に選出された委員で役員を補佐し、会務を支援する。   

 （８）名誉会長、顧問、相談役は、本会の運営に関して会長の諮問に応じることができる。 

第５章   組     織 

 （組   織）    

第 ９ 条 本会の目的達成のために次の部を置く。    

 （１）総務部  会議の案内、文書作成、議案書の作成等を行う。    

 （２）事業部  会報の発行、各種事業等を行う。  



 （３）管理部  予算作成、経費管理等行う。  

  ２ 各部に所属する部員は、会長が指名する。    

  ３ 各部の長は、会長が指名する。    

  ４ 部長は、会長の命を受けて部の業務を統括する。      

第６章   会     議 

 （会   議）    

第  １０  条 本会は、次の会議を行うことが出来る。    

 （１） 総 会    

 （２） 理事会    

 （３） 評議委員会        

 （総   会）    

第  １１  条 総会は、年１回開催するものとする。また、会長が必要と認めたとき、並びに、役員及び会員の過半数以上の要請により会長が

招集することが出来、次の事項を行うことができる。    

 （１） 役員の改選    

 （２） 事業報告及び決算報告の承認並びに新年度事業計画・予算案の審議    

 （３） 会員相互親睦のための行事   

 （４） その他必要な事項の協議        

 （理 事 会）    

第  １２  条 理事会は、第６条１号から６号に定める者で構成し、本会の事業計画・予算案並びに事業報告書及び決算報告書を策定し、本会

の運営に当たる 

（評議委員会）    

第  １３  条 評議委員会は、第６条７号の役員で構成し、他の役員と連絡を密にし、本会の会務を支援するとともに、必要に応じ理事会に出

席し意見を述べることができる。    

 （議   長）    

第  １４  条 本会の会議は、会長が招集し、会長または会長が指名した役員が議長となる。    

 （会議の定足数）    

第  １５  条 本会の会議は、会議構成員の過半数の出席により成立する。但し、総会はこの限りでない。    

 （議   決）    

第  １６  条 本会の会議の議事は、出席者の過半数で決し、賛否同数のときは議長が決する。   

第７章   会     計 

 （会   費）    

第  １７  条 本会の経費は、会費（終身会費５，０００円）寄付金及びその他の収入金をもって充てる。  

 （会計年度）    

第  １８  条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終る。 

第８章   支     部 

       （支部の設置） 

第 １９ 条 本会に支部を設けることができる。 

第 ２０ 条 支部は鳳志会と連絡をとり、本会目的達成に 努める。  

 第９章   附     則 

       （規定外事項） 

第 ２１ 条 この会則の改廃及び運営について必要な事項は、総会で決する。 

       （会則の実施） 

第  ２２  条 この会則は、昭和２８年４月１日から施行する。   

         ２ この会則は、昭和３１年４月１日から施行する。   

         ３ この会則は、昭和３８年４月１日から施行する。   

         ４ この会則は、昭和４２年４月１日から施行する。   

         ５ この会則は、昭和５７年４月１日から施行する。   

         ６ この会則は、平成１２年４月１日から施行する。   

         ７ この会則は、平成１３年４月１日から施行する。   

         ８ この会則は、平成１５年４月１日から施行する。   

         ９ この会則は、平成１６年４月１日から施行する。   

         10 この会則は、令和５年６月２５日から施行する。  


